
　　

今と未来のインタビュー
時代の立役者と
　　　　未来を担う若者

榛
はんざわ

澤 勝
か つ こ

子
1944 年生まれ。

小学生のころから現在までコー

ラスに参加するなど歌が好き。

現在は 9 月 10 日に開催される

定期演奏会に向けて日々練習に

励んでいる。

榛澤さんは宮城県仙台市のご出身
で、高校卒業後すぐに「宮城県開
拓農業協同組合連合会」に就職し、
６年間事務職員として勤め、結婚
を機に猿払村へ移住し、お寺に務
めます。移住当時は、「北海道の生
活を全然知らなかったため、雪の
中での生活に慣れるまで数年かか
りました」と当時を振り返ります。
また、お寺の行事や務めのことも
全然知らず、檀家さんの方々や家
族に教えてもらいながら日々修行
と勉強の毎日で、感謝の気持ちで
いっぱいで過ごしていたそうです。

そんな榛澤さんに村の好きなとこ
ろをお聞きすると、「自然を大切に
し、自然と共に生活している村民
の方々です」と語り、「今は自然の
恵みと共に素晴らしい生活ができ
ていると思いますが、先人のご苦

労に感謝し、思いを胸に進んで欲
しいです」と続けます。また、色々
な行事やサークルの集まりなどを
通して地域の方々と交流をするこ
とができるところも猿払村の好き
なところだと教えていただきまし
た。

猿払村の未来を担う若者へ向け
て、「生きて行く上で大変なことが
これからもたくさんあるかと思い
ますが、そんな時は自分が好きで
夢中になれることを見つけ、楽し
んで人生を送ると、前進すること
ができたり、仲間に出会えたり、
色んな話を聞き心豊かになれたり
など、人生を送ることが楽しみに
なると思います」とメッセージを
贈りました。

好きなことを見つけ楽しみ、人生を送ってほしい

伊
い と う

藤 玲
れ な

那
拓心中学校３年生。

中学校に入学してから家の

手伝いとして食器洗いをし

ている。

伊藤さんはバドミントン部の副部
長・生徒会の書記を務めていま
す。部活動で、できないことでも
諦めず練習することでできるよう
になった経験から「諦めない力」
について学んだと教えてくれまし
た。この力は学校生活で力を入れ
ている勉強にも活きており、分か
らないことを放っておかず、先生
に聞いてみるなどしているとのこ
と。また、毎日の家庭学習も欠か
さず行い、「不得意な読解問題も少
しずつ解けるようになってきた」
とうれしそうに話してくれました。

そんな伊藤さん、学校生活で一番
思い出に残っていることは体育祭
とのこと。放課後などに仲間とた
くさん練習し、本番でも協力し合
いながら戦い、勝つことができた
そうです。体育祭をとおして、他

学年との交流を持つことで友達が
増え、他学年との交流が楽しくな
り、それからは積極的に交流する
ようにしているそうです。

猿払村の好きなところは、人の優
しいところ、イベントが賑やかな
ところ、自然がきれいで広いとこ
ろ。特に自然は、風景写真を見る
くらい好きなそうです。逆に夜に
なると街頭が少なく、真っ暗にな
るところが苦手で、冬は日が暮れ
るのが早くなるため、特に苦手だ
と教えてくれました。

将来は公務員か親御さんが勤めて
いる介護関係の仕事に就きたいと
考えているそうです。最後に将来
の自分に向けて、『挫けずに、続
ける力を信じて頑張って欲しいで
す』とエールを送りました。

続ける力を信じて頑張りたい
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初めまして、新しい ALT マイキーです

　新しく ALT として来ました

フェレン・マイケルです。マイ

キーと呼んでください。アイル

ランドのウォーターフォード州

ダンガーバンの出身で、そこで

理科の教師として働いていまし

た。理科以外にフットボールや

ハーリングなどのスポーツも教

えていました。ハーリングはア

イルランドでは盛んなスポーツ

で、私の趣味でもあります。

　ALT になろうと思ったのは、

若いうちに違うところに行っ

て、知らないところで教えてみ

たいという思いが強くなったか

らです。また、同じ職場の方が、

ALT として日本に行ったことが

あり、とてもいいところだった

という話を聞いたことから日本

に決めました。実際に来てみる

と北海道は地元に似ていると感

じました。自然があって、人も

優しく、スローペースで住みや

すいです。ただ、日本でこんな

に自分の身長が目立つとは思い

ませんでした。（身長 193㎝）

　今まで日本語の勉強をしたこ

とがなく、現在は日本語もほと

んど話せません。これからは日

本語を勉強して地元の人と話せ

るようになりたいです。また、

子どもたちに教えるだけでな

く、子どもたちからも日本語を

教わりたいと思っています。日

本での生活は思っていたよりも

大変だけれど、その中でも頑張っ

ていきます。みなさん、これか

らよろしくお願いします！

ALT
外国語指導助手（ALT）

マイキー

フェレン・マイケル

　猿払村に来てもうすぐ２年が

経ちます。この２年で、自分が

楽しめることをたくさん見つけ

ました。前回紹介した夏の畑づ

くりのほか、パンやケーキを作

ることも楽しんでいます。その

きっかけは、村の冬が厳しく外

出ができないので、家でも楽し

めることがないかと探していた

ところ、ふと、ベトナムのパン

やケーキを食べたいと思いまし

た。このへんでは売っていない

ので作ってみることに挑戦。そ

れから色々なお菓子などを作る

ようになりました。

　初めてお菓子作りをするとき

最も難しいのは「どこから始め

ればいいのかわからない」とい

うことではないでしょうか。私

の経験上、初心者の方は簡単な

レシピがあるものを選ぶといい

と思います。材料はスーパーで

販売されているので、簡単に入

手できます。SNS 上にはたくさ

んのレシピ動画がありますが、

情報が多すぎてどのレシピに従

えばいいかわからないことがあ

ります。そんな時は、手順や使

う道具が少ない簡単なレシピを

選んでみてください。何度か作っ

てみたら他のやり方を参考にし

て比較し、経験から学んだこと

を徐々に自分のレシピに取り入

れて改良してみてください。

　私のように新たな可能性を見

出すことができるかもしれない

ので、みなさんもぜひ新しいこ

とに挑戦してみてください。

猿払村で新たな可能性を見出した！

国際交流員（CIR）

ニュン

CIR
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ベトナムの中秋節で食べる月餅など




